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　本格的な夏を迎える 7 月は、台風や集中豪雨による
風水害に加え、熱中症のリスクも高まる季節です。
　近年、局地的な大雨や線状降水帯による被害が各地
で発生しており、海面水温の上昇によって強い台風も
発生しやすくなっています。
　加えて今年 3 月には、岩手県や愛媛県で大規模な山
火事が発生し、多くの方が避難を余儀なくされました。
気候変動による気温の上昇は、山火事の発生や拡大の
リスクを高めるという研究結果もあります。「水」だけ
でなく「火」への警戒も重要です。
　水害や火災に関しては、気象情報や避難情報を早めに
確認し、危険を感じたらためらわず避難しましょう。また、
ハザードマップの確認や非常持ち出し品の準備、避難行
動の再確認も今のうちに行っておくことが大切です。

　梅雨明け前後は、気温・湿度ともに高く、熱中症の
リスクが特に高まります。屋外はもちろん、風通しの
悪い屋内でも発症することがあるため、こまめな水分
補給やエアコンの活用を心がけてください。
　南あわじ市では、熱中症対策として公民館などの公
共施設を「クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）」
として開放しています。ご利用は各施設の開館時間内
に限られますが、ご高齢の方や小さなお子様、持病を
お持ちの方など、暑さに不安のある方はぜひご利用く
ださい。周囲の方にもお声がけをお願いします。
　「備えあれば憂いなし」。一人ひとりの備えと行動が、
地域全体の安全と安心につながります。    
クーリングシェルター一覧はこちら
　市内の公共施設などを「クーリングシェルター（指
定暑熱避難施設）」として開放しています。熱中症が心
配なときは、無理せず涼しい場所で休みましょう。
　お近くの施設は、二次元コードからご確
認いただけます。スマートフォンで二次元
コードを読み取ってください。

※スマートフォンをお持ちでない方や操作に不安があ
　る方は、下記までお問い合わせください。

【問合せ先】　健康課☎ 43-5218

災害への備えと、夏の暑さへの対策を

南あわじ市長 守本 憲弘

問市民協働課☎ 43-5244

地区名 市民交流センター長兼
地区公民館長 電話番号 地区名 市民交流センター長兼

地区公民館長 電話番号

広　田 岡田　哲典 44-3008 市 齋藤　伸子 42-5957

倭　文 大谷日出人 46-0001 神　代 鳥井　美香 42-5958

松　帆 大住　耕一 36-2137 三原志知 宮崎　仁志 42-6343

湊 川野真太郎 37-3028 福　良 佃　　信夫 50-3048

津　井 清水　公博 38-0680 賀　集 東　　良彦 54-0331

丸　山 中尾　隆太 39-0210 北阿万 安田　善郎 55-0055

阿那賀 堀　　綾子 39-0011 潮美台 佐藤　佳史 52-0430

伊加利 土居　洋之 39-0567 阿　万 榎本　輝夫 55-0046

西淡志知 北條　　明 36-5526 灘 山本　文彦 56-0001

榎列・倭文 當村　雅美 42-2393 沼　島 船越　直子 57-0001

八　木 藏本　幸之 42-5956

　南あわじ市では、地域の皆さんのまちづくりの活動拠点となる「市民交流センター」を市内 21 地区公民館内に設置しています。
市民交流センター長兼地区公民館長を次のとおり紹介します。
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市民交流センター長兼地区公民館長の紹介
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　多くの学生が市外から進学
してきている中で、これから
の 4 年間を過ごす南あわじ市
について理解を深める、非常
に有意義な 90 分間となりまし
た。ご多用の中、貴重なご講演を賜りました守本市長を
はじめ、市職員の皆さまに心より御礼申し上げます。

◆日時　７月１３日（日）　１１:００～１５:３０
◆場所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
◆内容　学科紹介、ミニ講義、個別相談など
◆申込み・問合せ（要予約）
　ホームページからの申込もしくは電話予約　
　（入試広報室フリーダイヤル☎ 0120-25-9944）
※申込確認メールを受け取るにはお使いのモバイル機器の

接続を確認し、「PC から受信」できるようにしてください

オープンキャンパスのお知らせ

　5 月27 日、農学部 1 年生を対象とした必修科目「グ
ローバルスタディーズ入門」において、守本市長を講師
としてお迎えし、「地方自治体と第 1 次産業」をテーマに
特別講演が行われました。
　当日は、地域創成農学科および海洋水産生物学科の
学生、約 80 名が出席。南あわじ市の豊かな自然環境や
歴史、恵まれた一次産業の魅力に加え、市が目指すまち
づくりの方向性や具体的な取り組みについて、熱意を込
めてご講演いただきました。
　講演後の質疑応答では、学生たちから地域づくりや地
域活性化への関わり方について多くの質問が寄せられ、
守本市長からは「皆さんの得意分野を活かして、ぜひ地
域に関わってほしい」と、心強いメッセージが贈られました。

守本市長による特別講演
「地方自治体と第1次産業」

髙見淡路営業所長（右）へ感謝状を贈呈髙見淡路営業所長（右）へ感謝状を贈呈

市ホームページ

吉備国際大学からのお知らせ吉備国際大学からのお知らせ


